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Tell the Story 
背景説明	



「SIMP」とは？	

水産物	 輸入	 監視	 制度	

2016年に米国の国家海洋漁業局（NMFS)と
アメリカ海洋大気庁（NOAA）によって設立	

SIMPの目的は、リスクに基づいた水産物のトレーサビ
リティ制度を確立し、IUU（違法・無報告・無規制）漁業
と水産物偽装に対処する	

アメリカは世界最大の水産物輸入国で、米国内で消費される
水産物の最大85％が輸入されている	

NOAAによると、SIMP制度は1,100の異なる種を網羅している。しかし、それでも対象は輸入全体の4割程度に止まる	

誰が	

何を	

なぜ	



SIMP対象魚種	

提案されている種	

アワビ	

タイセイヨウダラ	

マダラ	

アオガニ	

シイラ（マヒマヒ）	

ハタ	

タラバガニ	

レッドスナッパー	

ナマコ	

サメ類	

エビ	

メカジキ	

マグロ（ビンナガ、メバチ、	
カツオ、キハダ、クロマグロ）	

ツツイカ、コウイカ	

タコ	

ウナギ	

コンクガイ	

カリビアンスパイニーロブスター	

全てのフエダイ	

全てのマグロ	

『IUU漁業撲滅のための大統領タスクフォースによると、米国政府
は「最終的には、全ての水産物を販売または輸入の時点で対象と
するよう制度の拡充」を目指している』	



最近の世論調査によると、アメリカ人の大半はIUU漁業および水産物の偽装の撲滅を支持 



米国水産物輸入監視制度（SIMP）の改善のための行動計画	2024年11月	

目標１	 目標２	 目標３	 目標４	

トレーサビリティとリスク検出の改善を通
して、IUU漁業に対処するNOAA漁業の
能力を向上させ、世界の水産物のサス

テナビリティを強化する	

グローバル水産物サプライチェーンにお
ける強制労働問題に対する政府横断の

取り組みに貢献する	

世界中で水産物の公平な取引を促進することで、水産物のグ
ローバルサプライチェーンのインテグリティーと公平性を強化する	

NOAA漁業によるSIMP実施を促
進し、制度を維持し充実させるた
めのキャパシティを育む	



米国に輸入される水産物の全てが安全かつ合法な方法で漁獲され、責任ある調達に基づいて、偽りなくレベル表示がされることを保証しなけれ
ばならない	

そのために、オセアニアとして以下のことを提言する	

水産物輸入監視制度（SIMP）の記録・トレーサビリティ要件の対象を全ての水産物に拡大させる	

収集する主要なデータ項目と重要追跡イベントを更新し、データ分析を改善し、リスクに基づいた審査・監査・取り締まりのための情報提供により、SIMPの実施を促進する	

トレーサビリティを船上および養殖場から食卓まで延長させ、購入する水産物の基本情報を消費者に提供する	


